
 

 

 

 

その壱六  

 
―平成２５（２０１３）年１１月２日(土)  

担当者:種本実― 

 
 【本日の探訪コース】 

① 集合場所 ②井場の辻堂 ③光福寺 ④ウテビ跡 ⑤左堂 ⑥春日神社 

⑦中根(うね)城址 ⑧薬師堂 ⑨真教寺 ⑩大蔭２号古墳 

  ★は沖田団地内のかつての城山（じょうやま）、沖之城の跡と伝わる 
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＊
本
日
の
ね
ら
い
・
・
・
・
①
か
つ
て
の
農
村
、
山
村
か
ら
の
大
き
な
変
貌

を
振
り
返
る
。
②
春
日
池
を
は
じ
め
神
社
や
お
寺
、
お
堂
や
古
墳
か
ら

村
の
歴
史
を
た
ど
る
。
③
現
地
に
立
っ
て
備
陽
六
郡
志
、
西
備
名
區
、
福

山
志
料
等
の
記
述
を
検
証
す
る 

 

＊
日
程
・
・
・
駐
車
場
か
ら
出
発
―
春
日
池
の
堤
防
―
浦
島
橋
―
井
場
の

辻
堂
―
光
福
寺
―
上
手
樋
の
跡
―
春
日
池
の
堤
防
―
能
島
の
左
堂
―

春
日
神
社
―
中
根
（
う
ね
）
城
址
―
薬
師
堂
―
真
教
寺
―
大
蔭
２
号
墳

―
駐
車
場
で
解
散 

 

＊
春
日
町
の
歩
み 

明
治
４
年
８
月 

廃
藩
置
県
に
よ
り
福
山
藩
は
福
山
県
と
な
る 

 
 

 

１
０
月 

福
山
県
と
備
中
の
１
０
県
を
統
合
し
深
津
県
と
な

る 
 
 
 
 
 
 

明
治 

５
年 

深
津
県
を
小
田
県
と
改
め
る 

 
 
 

８
年 

小
田
県
を
廃
止
し
て
岡
山
県
に
合
併
す
る 

 
 
 

９
年 

備
後
の
六
郡
（
注
１
）
は
広
島
県
に
編
入
す
る 

 
 

２
２
年 

能
島
・
吉
田
・
浦
上
・
宇
山
の
４
村
は
合
併
し
深
津
郡

に
春
日
村
が
生
ま
れ
る 

３
１
年 

深
津
郡
と
安
那
郡
が
合
併
し
深
安
郡
と
な
る 

昭
和
３
１
年 

春
日
村
・
大
津
野
村
・
坪
生
村
が
合
併
し
深
安
町
が
生

ま
れ
る 

 
 

３
７
年 

深
安
町
は
福
山
市
へ
合
併
す
る 

 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

（
注
１
）
沼
隈
郡
・
深
津
郡
・
安
那
郡
・
品
治
郡
・
芦
田
郡
・
神
石
郡 

 
 

【ポ
イ
ン
ト
１
】 

地
図
と
写
真
で
春
日
村
の
変
貌
を
見
る 

 

資
料
１
，
２
、
３ 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

【ポ
イ
ン
ト
２
】春
日
池
築
造
の
目
的
、
年
代 

資
料
４
，
５
，
７
，
１
２ 

※
春
日
池
・
・
・
瀬
戸
池
、
服
部
大
池
資
料
６
と
共
に
備
後
の
三
大
溜

池 

寛
永
２
０
年
（
１
６
４
３
）
に
完
成 

資
料
７
（
小
場
家
文
書
参
照
） 

元
禄
１
２
年
（
１
６
９
６
）「
春
日
池
」
と
統
一
さ
れ
た 

昭
和
５
８
年 

 
 
 
 
 
 

浦
島
橋
が
竣
工
さ
れ
た 

平
成
１
７
年 

 
 

 
 

 

洪
水
調
整
機
能
を
付
加
す
る
工
事
が
始

ま
る 

 

【
ポ
イ
ン
ト
３
】井
場
の
辻
堂 

資
料
８
（
福
山
志
料
）
に
記
載
さ
れ
て

い
る
「市
場
」の
堂
に
該
当
と
さ
れ
る 

 
 
 

資
料
９
（
ｐ
１
１
）
現
存
す
る
春
日
町
の
四
つ
堂
の
内
一
部
の
変
遷 

 
【ポ
イ
ン
ト
４
】清
水
山
御
笠
院
光
福
寺 

資
料
８ 
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【ポ
イ
ン
ト
５
】ウ
テ
ビ 

資
料
１
０ 

か
つ
て
の
石
組
を
見
る 

 

【ポ
イ
ン
ト
６ 

春
日
池
堤
防
か
ら
眺
め
る
吉
田
地
区 

吉
田
新
田
の
築
造
資
料
、
市
村
新
田
の
築
造
資
料 

】 

資
料
２
、
３
―
２
、
１
１ 

 

【ポ
イ
ン
ト
７ 

】能
島
の
左
堂 

資
料
５
，
１
３ 

 

【ポ
イ
ン
ト
８
】春
日
神
社 

 

資
料
５
，
１
３
，
１
６ 

祭
神
・
・
健
御
加
豆
知
神
（
た
け
み
か
づ
ち
の
か
み
）
、
伊
波
比
主
神
（
い
わ
い
ぬ
し

の

か

み

）
、
天

之

子

屋

根

神

（
あ

め

の

こ

や

ね

の

か

み

）
、  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

比
咩
神
（ひ
め
か
み
） 

〇
弘
治
３(

１
５
５
７)

年
に
社
殿
を
再
建
、
宮
座
を
決
め
た
。 

 

【
ポ
イ
ン
ト
９
】
中
根
（
う
ね
）
城
址 

沖
之
城
址
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
城

山
の
遠
景
、
記
述 

資
料
１
，
２
，
５
，
１
３
，
１
４ 

 

 
 

【ポ
イ
ン
ト
１
０
】薬
師
堂 

資
料
５
，
１
３
、
１
５ 

 

【
ポ
イ
ン
ト
１
１
】
真
教
寺 

能
島
の
堂
に
つ
い
て
、
備
陽
六
郡
志
、
福
山

志
料
の
記
述
を
考
察
す
る 

 

資
料
５
，
１
３ 

 

【ポ
イ
ン
ト
１
２
】大
蔭
１
号
古
墳
、
２
号
古
墳 

 

資
料
１
７ 

 

 

 

 『資料３－１』 昭和３０年代初期の春日池。 現在の歩道陸橋付近

からの画像。 右手見える当時の樋門は、現在の樋門とは位置が異

なる。 ＊高橋敏昭氏【春日町在住】の撮影。 

複写して引用させていただきました。 
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『資料３－２ 』春日池の上空から吉田方面を撮影した画像 

＊「わが心の故郷 日吉台」（福山市日吉台土地区画整理組合 平成

元年３月３０日刊行）より 縮小して一部分を引用させていただきました 

 



4 

 

 

 
 

 

 
 

 
 
 
 

 
 
⇒

 

 
 

 

 

『資料４』 小場家文書 水野勝重書状 寛永２０年正月９日付  

春日池は、能島と浦上の間の谷に造るよう指示している。また、農民たちを農

閑期に賃金を払って池の築造に従事させるよう指示している。 

『資料３－３』 大きく変わった春日池の上空からの画像。 

＊左の画像は「わが心の故郷 日吉台 福山市日吉台土地区画整理組合 平成元年３月

３０日刊行」より 縮小して一部分を引用させていただきました。 ＊右の画像は、「春日池

の石敷上手樋発掘調査報告書 ２００９年度（平成２１年度） 福山市教育委員会 広島県

東部建設事務所」より縮小して一部分を引用させていただきました。 



5 

 

 

  

 

 

 

 

 
『資料５』 福山志料では四つ堂を憩亭と記す。 左堂のみ現存 

「 春 日 村 略 記 」 で は 竹 之 堂 は 真 教 寺 、   阿 三 堂 は          

薬師堂と推定している。正保二年は誤記。池の周囲は約３キロ余、１８ha 

『資料６』 備陽六郡志  

服部大池は正保二年に普請成

る、と記している 

『資料７』 小場家文書 水野勝重の書状 寛永２０年２月１９日付  

春日池の普請が完成し、大きな池に満足した旨を記している。  

福山市東部の新田造成年代 「おもしろふくやま史・平井隆

夫著」より一部分を引用 市村沖新田に先立って寛永１９

年に市村新田が築造された。 

 



6 

 

 

 

  

 

 

『資
料
１
１ 

』備
陽
六
郡
志 

吉
田
新
田
の
築
造
年 

 

 

『資料８』 福山志料に浦上村

の憩亭と光福寺の記述がある

あ 

『資料１０』 池の築造時期に

造られたウテビ 何度か修理

された。ウテビとは・・水位が

上昇したときに余水が流れる

構造 ＊画像の引用は資料３

－３の右の画像に同じ 

かつての樋門 池の外側 

＊画像の引用は資料３－

３の右の画像に同じ 

『資料１２ 』 

小 場 家 文 書   

寛永２０年３月９日

付の書状 市村沖

新田の完成を記

す 

『資料１３』備陽六郡志 堂は５カ所、観音

堂・阿弥陀堂・地蔵堂・薬師堂・観音堂と記

る 
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『資料１４ ＊上の画像は、佐藤勇氏（春日町在住）の撮影、高橋敏昭氏より提供し

ていただき、複写して画像の中心部のみを引用させていただきました。 

＊下記の画像は、伊勢丘団地が建設される時期の撮影。 水田に浮かぶ小さな丘

が沖之城址と伝わる。現在は沖田団地となって往古の面影は全くない。 ＊沖之城

主の能島三郎正信は笠岡市大宜の大橋城主・高田重正の家臣であった。天正年

間に大橋城は陶山氏により落城し、主従の墓と伝わる石塔が大門町の真明寺に建

っている。 能島氏の跡には引野の矢崎城主・塩飽氏が沖之城主となった。 
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薬
師
堂
に
は
康
永
３(

１
３
４
４)

年
の
銘
の
あ
る
薬
師
像
が
あ
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
広
島
県
の
地
名
・平
凡
社
） 

 

『資料１６』 西備名區には沖之城、

中根（ウネ）城の記述がある 

『資料１５』  

薬師堂の境内の隅には宝篋印塔と五輪

塔が合体した石塔がある 

『資料１７－１ 』   大蔭２号古墳の実測図、画像  
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 『資料１７－２』 大蔭１号墳は、丘陵の造成による破壊の前に１９７４年３月に

発掘調査された。  ＊大蔭１号，２号古墳の図版、画像、文はすべて「大蔭１号墳の発

掘調査 １９７４年 大蔭１号墳発掘調査団」より引用 (資料１７－１の画像は除く) 
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 『資料１７－３』 大蔭１号古墳の横穴式石室と出土物。石室の奥行５．５ｍ、幅

入り口１．３ｍ、鏡石前で０．９５ｍ。高さは側石が最高１．１ｍ、鏡石は０．８５ｍ。 

出土物金環一個。外径㎝、内径１㎝。断面は５㎜と６㎜の楕円形。先端の間隔は２

㎜。銅の芯に鍍金がなされているが環の外側は銅錆がふき出して剥落している。

内側は金の白味をおびた光を放っている。 

須恵器・・・直径９．６㎝、高さ３．５㎝の坏蓋（右の上の左の画像） 口径８．８㎝、

高さ２．８センチの坏（右の下の左の画像）  

平瓶…胴の長径１６㎝、高さ１１．５㎝、立ち上がった口縁は高さ５．５㎝、長径８

㎝、短径４㎝で凹状に歪んでいる。  その他、土師器や後世の遺物も出土してい

ることが調査報告書に記載されているが省略。 
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市
場
の
辻
堂⇒

 

 

 

 

小
松
の
辻
堂⇒

 

『資料９ 辻堂の変遷』 

 ＊古いお堂の画像２枚と、落慶法要の画像は、藤井郁巳氏(春日

町在住)による撮影。複写して引用させていただきました 

山陽自動車道の建設により、昭和５８年に日吉台の小松団地内

に移転した際行われた落慶法要。 右に元の古いお堂が見え

る。 

元の場所は砂子(西前) 
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※引用した文献の紹介 

（備陽六郡志、福山志料、小場家文書については主にウィキペディアより引用、加

筆など） 

 

備陽六郡志・・ 福山藩士の宮原直ゆき（1702～1776）が元文末年（1740 年頃）より

30 余年に亘り記した自筆稿本で郷土史の貴重な史料である。後の『西備名区』（県重

文）や『福山志料』の編纂に大きな影響を与えた。 

 

福山志料・・1809(文化 6)年、福山藩主阿部正精(江戸幕府老中)が菅茶山(儒学者・

漢詩人)に命じて編纂させた備後国の歴史書。 

 

西備名區・・ 駅家町向永谷の庄屋を務めた馬屋原重帯【しげよ】が編纂した福山藩

内および備後国全域にわたる地誌。文化元年（1804）に一応の編纂をおえているが、

その後も改訂増補が行われている。 備後の国号や郡名の由来に始まって、歴代備

後を治めた人々の事跡、さらに郡別に各町村の租高、産土神、寺院、城跡、古墳墓、

伝説まで詳細に書かれており、福山志料などその後の郷土史書地誌類の底本になっ

たものである。なお、現在も郷土史研究の原典として活用されている。 

 

小場家文書・・福山藩主の水野氏に代々仕え、総奉行、家老等重要な地位にあった

小場家の文書である。 水野氏歴代藩主ほかの書状や古記録の類で、福山藩草創

期の水野家及び当時の政治・社会・経済等諸情勢を知るうえで極めて貴重な史料で

ある。 本小冊子には、春日町の歴史に参考になる部分、二代目藩主の水野勝重の

書状の内、一部を引用した。 

 

春日村略史（増補復刻版）・・平成２２年１２月吉日  

春日学区まちづくり推進委員会・編集発行 

         旧春日村の村長・橋本朋一氏が編集した古文献を復刻再版した村史 

 

 

 

※本日の「ぶら探訪」を行うに当たっては、事前に春日町の方々から多く

のことを教えていただきました。厚く御礼申し上げます。 ―種本実― 
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